
日南海岸外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の
古環境 : 完新世堆積物のAMS^<14>C
年代測定と珪藻分析の結果

言語: jpn

出版者: 宮崎大学教育文化学部

公開日: 2020-06-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大平, 明夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10458/5455URL



133 
宮崎大学教育文化学部紀要 創立 130 周年記念特別号 

 

日南海岸外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の古環境 

－完新世堆積物の AMS14C 年代測定と珪藻分析の結果－ 

 

大平明夫 

 

 

Middle to Late Holocene Paleoenvironment of a lowland around Tonoura Bay in Nichinan Coast 

- Results of AMS Radiocarbon Dating and Diatom Analysis of Holocene Sediments - 

 

Akio OHIRA 

 

 

 

 

要 旨 

  九州東岸、日南海岸に位置する外浦湾沿岸低地の完新世中期以降の古環境を、ハンドボーリング調査で 

 採取した堆積物の層相、AMS14C 年代測定による較正年代、珪藻分析による化石群集に基づいて検討した。 

 その結果、以下の完新世中期以降の古環境変遷が推定された。約 7,900～6,300 cal yr BP には低地全体に 

 内湾が拡大しており、約 6,000～5,700 cal yr BP には低地中央部が海水の流入する泥質干潟、あるいは干 

 潟の沖側に続く浅い海域であった。約 5,600～5,400 cal yr BP まで泥質干潟が継続した後、一時的な塩性 

 湿地の環境を経て砂泥質干潟に変化し、少なくとも西暦 1293-1437 年までその環境が継続していた。 

 キーワード：日南海岸、外浦湾、AMS14C 年代測定、較正年代、珪藻分析、完新世、古環境 

 

 

１．はじめに 

 

 九州東岸における沖積低地の地形発達、完新世の相対的海水準変動・地殻変動に関しては、これまで一定の

研究の蓄積がある（例えば、千田，1987；前杢・長岡，1988；長岡ほか，1991；前杢，1992；永迫ほか，1999；

大平・松島，2003；大平，2005）。長岡ほか（1991）は、宮崎平野における沖積低地の完新世地形発達史を検討

し、4 面に区分される完新世段丘が非地震性隆起と氷河性ユースタシーの重合によって形成されたこと、段丘

面の高度が南部で高くなる傾向があることなどを明らかにした。永迫ほか（1999）は、志布志湾に面した肝属

川下流の沖積低地における完新世の地形発達と相対的海水準変動曲線を復元した。それによれば、約 6,000 年

前における相対的海水準は標高約 3ｍであり、宮崎平野や姶良カルデラ付近とは異なり、完新世における顕著

な隆起は確認されていない。大平（2005）は、延岡平野北部の稲葉崎低地における完新世中期の潮間帯堆積物

の年代と堆積環境を分析し、約 6,500～6,000 cal yr BP に現海水準を若干上回る位置に相対的海水準があった

ことを明らかにしている。日南海岸における岩石海岸においては、前杢・長岡（1988）による離水波食地形の

研究がある。それによれば、宮崎平野と同様に、完新世海成段丘（巾着面）が 4面に区分されること、巾着島

から都井岬まで段丘面に対応する波食棚やノッチが断続的に分布すること、巾着面は岩石的制約を受け東（海）

側に傾斜している場合が多いが、全体としては南の都井岬方向に高度が低下する傾向があることが指摘されて

いる（前杢，1992）。一方、日南海岸における沖積低地においては、完新世の地形発達や相対的海水準変動に関
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する研究が十分に行われていない。 

 さらに、将来発生が予想される南海トラフの地震（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2013）に伴って、

大規模な津波が発生することが予想されている。宮崎県沿岸には、最大のケースで高さ 10-17ｍの津波が襲来

すると想定されている（内閣府南海トラフの巨大地震モデル検討会，2012）。九州東岸には、1707 年宝永南海

地震や 1662 年寛文日向灘地震などの際に、津波が襲来したことが文献史料・絵図・石碑などに記録されている

（例えば、羽鳥，1986；千田ほか，2004）。また、南海トラフ地震に伴う大規模な津波の履歴は、津波堆積物や

海岸地形の痕跡といった地形・地質の記録からも復元されている（例えば、岡村・松岡，2012；宍倉，2013）。

岡村・松岡（2012）は、大分県佐伯市の龍神池、高知県須崎市のただす池、高知県土佐市の蟹ヶ池などで湖底

堆積物の掘削調査を行い、堆積物の中に複数の津波堆積物を検出している。それらの分析から、過去数千年間

の南海トラフ地震の津波履歴を明らかにしており、1707 年宝永南海地震の津波と同程度の規模の津波が、約

300-700 年周期で襲来したことが推定されている。一方、宮﨑平野においても、完新世堆積物の分析による津

波の痕跡に関する研究（生田ほか，2014）が行われている。しかし、宮崎県南部の日南海岸では、過去の南海

トラフ地震や日向灘地震による津波堆積物や完新世段丘に打ち上げられた巨礫や生物化石などに関する地形・

地質調査が十分に行われていない。 

 以上のことから、日南海岸に位置する小規模な溺れ谷低地を対象として、ハンドボーリングによる沖積層の

掘削調査を行い、堆積物の層相、年代、堆積環境に関する基礎的な研究を行った。本報告の目的は、それらの

結果から、外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の古環境を明らかにすることである。 

 

 

２．調査地域の地形・地質概観 

 

 日向灘に面する日南海岸は、主に岩石海岸から構成されており、新第三系宮崎層群の砂岩泥岩互層を侵食し

て拡大した波食棚が良好に発達している。この波食棚の表面にみられる泥岩と砂岩の凹凸は、「波状岩」あるい

は「鬼の洗濯板」として有名である（高橋，1975；内嶋ほか編，1995）。鵜戸山地（鰐塚山地東部）の斜面では、

第三系の堆積岩が緩やかに東側に傾斜したケスタ状の地形がみられる（宮崎県農政水産部農業振興課編，1992）。

日南市南郷町の面積約 2km2の離島である大島（図 1）は、島全体が緩く東側に傾斜したケスタ状地形をなして

いる。また、鵜戸山地の斜面では、堆積岩の地層の面をすべり面とした地すべり（層面すべり）が発生するた

め、主尾根の東側にある砂岩泥岩互層の部分では、地すべり地形が多数分布する（宮崎県農政水産部農業振興

課編，1992）。日南海岸に分布する沖積低地は、日南市を流れる酒谷川と串間市を流れる福島川の沖積低地以外

は、小規模な溺れ谷低地がいくつか存在するのみである。 

 調査地域は、宮崎県南部の日南海岸のほぼ中央に位置する、外浦湾沿岸の溺れ谷低地である（図 1）。本報告

では、この低地を外浦湾沿岸低地と呼称する。外浦湾沿岸低地に流入する河川は、南西部の潟上川のみである。

低地の標高は0ｍから約3ｍ以下であり、低地内には浜堤や砂丘のような明瞭な海岸地形は認められない（図2）。 

 宮崎平野から日南海岸には、西暦 1662 年 10 月 31 日（寛文 2年 9月 20 日）に発生した M7.6（M7 1/2～7 3/4）

の日向灘地震（外所地震）による津波が襲来した（例えば、羽鳥，1986；渡辺，1988；宇佐美，2003）。羽鳥（1986）

は、この時の津波が外浦湾沿岸低地の下中村（図 2）から低地奥部の狭窄部を乗り越えて北側の南郷川の沖積

低地へと侵入したと史料（東京大学地震研究所編（1982）『新収日本地震史料 第二巻』）を解釈して、津波の高

さを 2-3ｍとした。これに対して藤本（1993）は、『新収日本地震史料 第二巻』の記述の出典である『日向纂

記』の原文を検討し、羽鳥（1986）の解釈に異を唱えている。さらに原田（2014）は、現在の外浦港より大堂

川までの標高が 2-3ｍであり、地震による地殻の沈下や表層地盤の沈下と合わせて、当時の最大浸水深さの記

録がないことや 1662 年日向灘地震のコンピュータシミュレーションによる津波推定高（外浦港と大堂津の中間 
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記』の原文を検討し、羽鳥（1986）の解釈に異を唱えている。さらに原田（2014）は、現在の外浦港より大堂

川までの標高が 2-3ｍであり、地震による地殻の沈下や表層地盤の沈下と合わせて、当時の最大浸水深さの記
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点の南郷で約 5ｍ）を考慮して、津波の高さを 4-5ｍ程度が妥当としている。 

 低地南東部の外浦湾に近い地域は、人口造成地（干拓地・埋立地）である。20 世紀における低地の拡大過程

を旧版地形図から判読すると、1904 年（明治 37 年）発行の 5 万分の 1 地形図「飫肥」では、NA7 地点（図 2）

の約 200ｍ東南東に位置する伍社神社（17 世紀半ばの新田開発の際に造られた「松田堤」の上に立地）より南

側の地域は海域となっているが、1935 年（昭和 10 年）発行の同地形図では、その海域の西側半分が陸地とな

り、さらに 1955 年（昭和 30 年）発行の同地形図では、その全域が陸地となっている。 

 外浦湾沿岸低地の沖積層については、藤本（1993）が、試錐工事の地質柱状図に基づいて、層序・層相の概

要を報告している。それによれば、沖積層の層厚は最大で 23-24ｍであり、沖積層中部から上部（層厚約 12-18

ｍ）は、N 値 0-3 の軟弱な貝殻を含むシルトと砂質シルトである。しかし、沖積層の年代測定や古生物学的分

析などは行われていないため、海成層上限の年代や堆積環境についての具体的な内容は不明である。 

 低地周辺の山地・丘陵は、古第三系日南層群の砂岩・泥岩・砂岩泥岩互層からなる（宮崎県農政水産部農業

振興課編，1992）。山地・丘陵は標高 100-180ｍ程度であり、その山麓は、小規模な谷底平野となっている。 

 

 

３．外浦湾沿岸低地の堆積物 

 

 外浦湾沿岸低地において計 8 地点でハンドボーリング調査を実施した（図 2）。ハンドボーリング調査には、

採取部口径 3cm のゲージタイプのハンドオーガー（大起理化工業株式会社製：DIK-100A）を使用した。ボーリ

ング地点を、掘削順に、NA1 地点から NA8 地点とする。計 8地点のハンドボーリング調査によって、長さ 3ｍか

ら 6ｍの地質試料を採取した。また、各ボーリング地点の地盤高（標高）を、オートレベル（SOKIA B21）を使

用し、水準点を基準として測量した。 

図 1 調査地域の位置 
Fig. 1 Topographic map showing the location 
of the study area. 
数値地図（1/50,000 地形図画像）「飫肥」を使用 
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 ハンドボーリング調査で確認された外浦湾沿岸低地の堆積物は、主に泥層（シルト・粘土層）と砂質泥層・

泥質砂層からなる（図 3）。表層の約 0.5ｍから約 1ｍは人工的に攪乱された水田土壌（グライ土）である。水

田土壌の下位にある砂質泥層・泥質砂層には、多数の貝殻とその破片、木片、植物片が含まれていた。貝殻の

特徴から種類が同定できた貝殻は、小型の二枚貝であるシオヤガイ Anomalocardia squamosus、小型の巻貝で

あるウミニナ類（ウミニナ Batillaria multiformis、ホソウミニナ Batillaria cumingi、カワアイ

Cerithideopsilla djadjariensis）などであった。これらの貝類化石の生息環境から、沖積層最上部の砂質泥

層・泥質砂層は、干潟（潮間帯）あるいは干潟から内湾（潮下帯）の堆積物と推定される。砂質泥層・泥質砂

層の下位には、比較的均質な泥層（シルト・粘土層）が、NA1 地点から NA4 地点、NA7 地点で確認された。これ

らの地点は、いずれも外浦湾に近い低地南部に位置している。この泥層にも、小型の二枚貝の貝殻片、植物片、

木片が含まれていた。また、NA7 地点では、泥層（シルト・粘土層）の中に、複数の細砂の薄層が認められた。

とくに明瞭な砂層は、深度 3.87-3.92ｍ、深度 4.05-4.07ｍ、5.68-5.75ｍに存在する。これらの砂層の層相を

詳しく観察すると、下部から上部へ細粒化しており、上部で植物片も混入することから、洪水イベントの堆積

物である可能性が高い。なお、層相から判別できるような明瞭な特徴を持つ津波堆積物（澤井，2012）は、現

段階では発見されていない。 

 低地最奥部に位置する NA6 地点の堆積物は全体的に砂質である。深度 6.00ｍ（標高-4.20ｍ）で堅固な地層

にあたり、6.00ｍ以深は掘削できなかった。堆積物最下部の深度 5.50ｍから深度 6.00ｍ（標高-3.70ｍから-4.20

ｍ）は、径 1-2cm の礫混じり砂質泥層であり、極小の貝殻片と木片が含まれていた。 

図 2 外浦湾沿岸低地におけるハンドボーリング地点の位置 
Fig. 2 Topographic map showing the location of hand-drilled 
boreholes in the lowland around Tonoura Bay. 
数値地図（1/25,000 地形図画像）「榎原」「油津」を使用 
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 ハンドボーリング調査で確認された外浦湾沿岸低地の堆積物は、主に泥層（シルト・粘土層）と砂質泥層・

泥質砂層からなる（図 3）。表層の約 0.5ｍから約 1ｍは人工的に攪乱された水田土壌（グライ土）である。水

田土壌の下位にある砂質泥層・泥質砂層には、多数の貝殻とその破片、木片、植物片が含まれていた。貝殻の

特徴から種類が同定できた貝殻は、小型の二枚貝であるシオヤガイ Anomalocardia squamosus、小型の巻貝で

あるウミニナ類（ウミニナ Batillaria multiformis、ホソウミニナ Batillaria cumingi、カワアイ

Cerithideopsilla djadjariensis）などであった。これらの貝類化石の生息環境から、沖積層最上部の砂質泥

層・泥質砂層は、干潟（潮間帯）あるいは干潟から内湾（潮下帯）の堆積物と推定される。砂質泥層・泥質砂

層の下位には、比較的均質な泥層（シルト・粘土層）が、NA1 地点から NA4 地点、NA7 地点で確認された。これ

らの地点は、いずれも外浦湾に近い低地南部に位置している。この泥層にも、小型の二枚貝の貝殻片、植物片、

木片が含まれていた。また、NA7 地点では、泥層（シルト・粘土層）の中に、複数の細砂の薄層が認められた。

とくに明瞭な砂層は、深度 3.87-3.92ｍ、深度 4.05-4.07ｍ、5.68-5.75ｍに存在する。これらの砂層の層相を

詳しく観察すると、下部から上部へ細粒化しており、上部で植物片も混入することから、洪水イベントの堆積

物である可能性が高い。なお、層相から判別できるような明瞭な特徴を持つ津波堆積物（澤井，2012）は、現

段階では発見されていない。 

 低地最奥部に位置する NA6 地点の堆積物は全体的に砂質である。深度 6.00ｍ（標高-4.20ｍ）で堅固な地層

にあたり、6.00ｍ以深は掘削できなかった。堆積物最下部の深度 5.50ｍから深度 6.00ｍ（標高-3.70ｍから-4.20

ｍ）は、径 1-2cm の礫混じり砂質泥層であり、極小の貝殻片と木片が含まれていた。 

図 2 外浦湾沿岸低地におけるハンドボーリング地点の位置 
Fig. 2 Topographic map showing the location of hand-drilled 
boreholes in the lowland around Tonoura Bay. 
数値地図（1/25,000 地形図画像）「榎原」「油津」を使用 
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４．堆積物の放射性炭素年代とその較正年代 

 

 ボーリングコアから得られた貝殻と木片を試料として、14 件の加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass 

Spectrometry）による放射性炭素（14C）年代測定を行った（表 1）。測定は、株式会社地球科学研究所に依頼し、

Beta Analytic で実施した。さらに、同位体分別効果を補正した 14C 年代測定値（conventional age）を、Calib 

7.1（Stuiver and Reimer，1993）を使用して、較正年代（calibrated age）に変換した。その際、較正曲線は

IntCal13 と MARINE13（Reimer et al.，2013）を使用した。Calib 7.1 による較正は確率法で行い、誤差 2σ（確

率 95％）の範囲の較正年代とその確率分布を求めた（表 1）。試料が海洋性貝類化石である場合には、表層海水

のリザーバ効果の補正を行った。ローカルリザーバ効果の補正には、調査地域の九州南部の沿岸と同様に、黒

潮域に位置する南西諸島石垣島付近の海洋で得られたリザーバ年代（ΔR ＝ 35±25 年；Hideshima et al.，

2001）を使用した。なお、14C 年代と較正年代の報告については、奥野ほか（2013）の指摘に従って、データの

項目と表記方法を決定した。 

 AMS14C 年代測定と較正の結果は、以下の通りである。最も古い年代は、NA6 地点の深度 5.70ｍ（標高-3.90

ｍ）の木片（サンプル番号：NA6-570）が、同位体補正年代で 6970±40 yr BP、較正年代（確率分布）で 7695-7870 

cal yr BP（90.7％）、7897-7926 cal yr BP（9.3％）であった。最も新しい年代は、NA7 地点の深度 0.50ｍ（標

高-0.12ｍ）の貝殻片（サンプル番号：NA7-050）が、同位体補正年代で 1040±40 yr BP、較正年代（確率分布）

で 513-657 cal yr BP（100％）であった。この較正年代は、暦年表示では西暦 1293-1437 年（cal AD）となる。 

 外浦湾沿岸低地には、既述したように、現在から約 350 年前の西暦 1662 年（寛文 2年）に津波が襲来した。

西暦 1662 年を記録した堆積物は、NA7 地点で得られた較正年代（暦年代）を考慮すると、深度 0.00ｍから 0.50 

図 3 外浦湾沿岸低地の地質柱状図 

Fig. 3 Geological columnar sections of the lowland around Tonoura Bay. 

AMS14C 年代測定値は同位体補正年代（conventional age）で表示 
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ｍの表層土壌が相当する。しかし、外浦湾沿岸低地では、水田をはじめとする土地利用（表層土壌の攪乱）が

進んでいること、堆積速度が極めて遅いことから、西暦 1662 年の津波を記録した堆積物の認定は、困難である

と考えられる。 

 低地北部に伸びる谷に位置する NA4 地点では、深度 5.00ｍから 5.35ｍ（標高-2.76ｍから-3.11ｍ）の泥質砂

層の中に、二枚貝と巻貝が多数みられた。深度 5.12ｍ（標高-2.88ｍ）から産出した二枚貝の破片の年代（サ

ンプル番号：NA4-512）は、同位体補正年代で 6080±40 yr BP、較正年代（確率分布）で 6341-6601 cal yr BP

（100％）であった。深度 5.32ｍ（標高-3.08ｍ）から産出した二枚貝と巻貝の破片（サンプル番号：NA4-532）

は、同位体補正年代で 6190±40 yr BP、較正年代（確率分布）で 6462-6712 cal yr BP（100％）であった。 

 

 

５．珪藻分析による堆積環境の推定 

 

 NA7 地点におけるハンドボーリング調査で採取された長さ 6ｍの試料を使用して、珪藻分析を行った。分析は、

深度 0.00ｍから 6.00ｍまでの堆積物を 20cm 間隔で合計 31 層準行った。ただし、深度 3.40ｍ（深度 3.20-3.49

ｍ）はボーリングコアが採取できなかったため、深度 3.50ｍの堆積物を分析した。 

 珪藻分析用のプレパラートの作成は、従来の一般的な方法（例えば、小杉，1993）に従った。各層準 3枚の

プレパラートを作成し、全てのプレパラートを検鏡した。ただし、一層準あたり 200 以上の珪藻を計数できた

場合は、検鏡を打ち切った。検鏡は、倍率 400 倍（必要に応じて 1,000 倍）の光学顕微鏡（OLYMPUS CX21）を

使用し、Krammer and Lange-Bertalot（1991a，1991b，1997a，1997b）などの多くの既存研究の写真図版を参

考にした。珪藻の生態については、日本列島における現生珪藻の生息環境と化石群集に関する研究（例えば、

安藤，1980；鹿島，1986；小杉，1988； Sawai，2001）を参考にした。 

 NA7 地点における珪藻分析結果を表 2に示す。珪藻の出現した頻度についてみると、深度 0.00ｍから 3.60ｍ

の堆積物では、珪藻の出現が全くないか、極めて少ない（殻数 1-9）層準が多かった。一方、深度 3.80ｍから

6.00ｍの堆積物では、珪藻の出現が一定数（殻数 100 以上）あった層準と少ない（殻数 10-99）層準があった。

深度 3.80ｍ以下の堆積物で、珪藻を 100 以上計数できた層準（殻数）は、深度 3.80ｍ（108）、4.60ｍ（203）、

5.00ｍ（200）、5.60ｍ（170）、5.80ｍ（153）であった。 

 珪藻を 100 以上計数できた深度 3.80ｍから 5.80ｍの層準における化石群集の特徴は、以下の通りである。出

現頻度が高かった珪藻は、Nitzschia granulata、Nitzschia cocconeiformis、Opephora martyi、Rhaphoneis 

surirella、Navicula marina であった。これらの珪藻は、環境指標種群（小杉，1988）に属する種である。小

杉（1988）によれば、Nitzschia granulata、Nitzschia cocconeiformis、Navicula marina は、海水泥質干潟

指標種群に属する。また、Opephora martyi、Rhaphoneis surirella は、海水砂質干潟指標種群に属する。こ

れらの珪藻から、堆積環境を推定することができる。珪藻が 100 以上計数できた深度 5.80ｍ、5.60ｍ、5.00ｍ、

4.60ｍ、3.80ｍの珪藻種別の割合（％）は、以下の通りである。 

 深度 5.80ｍ（標高-5.42ｍ）で出現した主な珪藻（割合）は、Nitzschia granulata（24.2％）、Rhaphoneis 

surirella（13.7％）、Opephora martyi（13.7％）、Nitzschia cocconeiformis（8.5％）であった。深度 5.60

ｍ（標高-5.22ｍ）で出現した主な珪藻（割合）は、Nitzschia granulata（22.9％）、Rhaphoneis surirella

（16.5％）、Opephora martyi（8.2％）、Nitzschia cocconeiformis（7.6％）、Navicula marina（4.1％）、Cocconeis 

scutellum（3.5％）であった。Cocconeis scutellum は、高鹹汽水域で海藻などに付着して生息する種（鹿島，

1986）、海水藻場指標種群の代表種（小杉，1988）とされるが、遺骸の一部がはがれて潮流で拡散しやすく、異

地性群集になりやすい（Sawai，2001）ともされている。深度 5.00ｍ（標高-4.62ｍ）で出現した主な珪藻（割

合）は、Nitzschia granulata（35.5％）、Nitzschia cocconeiformis（20.0％）、Opephora martyi（9.0％）、 
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Rhaphoneis surirella（5.0％）であった。深度 4.60ｍ（標高-4.22ｍ）で出現した主な珪藻（割合）は、Nitzschia 

granulata（24.1％）、Opephora martyi（13.8％）、Nitzschia cocconeiformis（13.3％）、Rhaphoneis surirella

（9.4％）、Navicula marina（4.4％）であった。深度 3.80ｍ（標高-3.42ｍ）で出現した主な珪藻（割合）は、

Nitzschia granulata（26.9％）、Opephora martyi（19.4％）、Navicula marina（9.3％）、Nitzschia cocconeiformis

（5.6％）、Rhaphoneis surirella（5.6％）であった。以上のように、干潟指標種群の珪藻が優占する特徴がみ

られたが、深度 5.80ｍで Thalassiosira sp.、深度 4.40ｍ（標高-4.02ｍ）で Palalia sulcata といった内湾

に生息する種（鹿島，1986；小杉，1988）もごくわずかに含まれていた。このことから、深度 3.80ｍから 5.80

ｍのシルト質粘土の堆積環境は、海水の流入する泥質干潟、あるいは干潟の沖側の浅い海域であったと推定さ

れる。 

 一方、深度 3.60ｍより上位の堆積物では、出現した珪藻が少ないため、珪藻種の生息環境のみで堆積環境を

特定することはできない。深度 3.60ｍから 2.20ｍのシルト質粘土と砂質シルトでは、ごくわずかに出現した珪

藻は、海水泥質干潟指標種群の Nitzschia granulata と淡水から低鹹汽水域に生息する（鹿島，1986）とされ

る Rhopalodia gibberula などであった。また、NA7 地点の深度 2.50ｍから深度 2.20ｍの砂質シルトには、ウ

ミニナ類や二枚貝の貝殻がみられ、同時に植物片もかなり多く集積していることから、塩性湿地の環境であっ

た可能性が考えられる。深度 2.20ｍから 0.60ｍの砂質シルトでは、ごくわずかに出現した珪藻は、海水泥質干

潟指標種群の Nitzschia granulata、Nitzschia cocconeiformis などであった。NA7 地点の深度 2.20ｍから 0.60

ｍの砂質シルトには、ウミニナ類や二枚貝の貝殻が連続的にみられることから、海水の流入する砂泥質干潟の

環境が継続していた可能性が高い。 

 

 

６．考察 

 

①外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の古環境 

 ハンドボーリング調査で採取された堆積物の層相、AMS14C 年代測定による較正年代、NA7 地点における珪藻

分析結果に基づいて、外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の古環境を検討する。 

 低地北部に伸びる谷に位置する NA4 地点の深度 5.12ｍ（標高-2.88ｍ）と深度 5.32ｍ（標高-3.08ｍ）の貝殻

の較正年代は、約 6,700～6,300 cal yr BP を示した。また、NA6 地点の深度 5.70ｍ（標高-3.90ｍ）の貝殻混

じり砂質シルト層に含まれていた木片の較正年代は、約 7,900～7,700 cal yr BP を示した。これらのことから、

約 7,900～6,300 cal yr BP には、外浦湾沿岸低地に縄文海進（完新世海進）が達しており、低地全体に内湾が

拡大していたと推定される。 

 低地中央部に位置する NA7 地点の深度 5.52ｍ（標高-5.14ｍ）の貝殻の較正年代は、5739-5980 cal yr BP

を示した。また、NA7 地点の深度 5.60ｍ（標高-5.22ｍ）と 5.40ｍ（標高-5.02ｍ）の珪藻化石群集は、海水泥

質干潟指標種群が優占していた。これらのことから、約 6,000～5,700 cal yr BP には、低地中央部は、海水の

流入する泥質干潟、あるいは干潟の沖側に続く浅い海域となっていたと推定される。NA7 地点の珪藻分析結果

と較正年代から、約 5,600～5,400 cal yr BP まで、海水の流入する泥質干潟の環境が継続した。ところで、NA7

地点の深度 3.60ｍから 2.70ｍ付近の堆積物は、わずかに植物片を含む均質なシルト質粘土であり、珪藻もほと

んど出現しない。こうした泥層は、洪水時の細粒物質が堆積した部分と思われる。 

 その後、NA7 地点の環境は、一時的な塩性湿地の環境を経て、海水の流入する泥質干潟から砂泥質干潟に変

化した。この砂泥質干潟の環境が、少なくとも西暦 1293-1437 年（cal AD）までは継続し、その後、水田に変

わった。NA7 地点を含む低地の北部が水田化（干拓）された正確な時期は不明であるが、1662 年日向灘地震時

には、従来の研究（藤本，1993；原田，2014）による史料の解釈も考慮すると、干潟（水深のごく浅い海域）
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の環境であったと推定される。低地北部に伸びる谷も同様の環境であった可能性が高いが、NA6 地点、NA4 地点

の珪藻分析結果が出ていないので、現段階では確定していない。 

 

②日南海岸における完新世中期の相対的海水準 

 外浦湾沿岸低地における完新世中期の相対的海水準は、NA4 地点の貝殻の年代と産出高度から、約 6,500 cal 

yr BP に約-3ｍ、あるいは水深を考慮して、約-3ｍより若干上位にあったと認定される。 

 日南海岸北部では、鵜戸神宮付近に完新世の隆起海食台が標高 7-8ｍ付近に認められている（長岡・町田，

2001）。また、前杢・長岡（1988）は、巾着島付近の海成段丘を調査し、4面の海成段丘（巾着Ⅰ面～Ⅳ面）を

認め、最高位の巾着Ⅰ面は標高 7-9ｍにあるとした。ただし、これらの海成段丘の年代は十分に得られていな

い。仮に、標高 8ｍ付近にある海成段丘の年代を完新世中期（約 6,000～7,000 年前）とすると、外浦湾沿岸低

地における相対的海水準と 10ｍ程度の差があることになる。外浦湾沿岸低地における完新世中期の相対的海水

準は、貝の生息した正確な水深や地盤沈下量を考慮していないので、低すぎる高度に認定されたとも考えられ

る。しかし、外浦湾沿岸低地を含む日南海岸南部の沖積低地には、隆起地域特有の明瞭な完新世段丘が認めら

れないことも考え合わせると、日南海岸南部（外浦湾付近）は、日南海岸北部（巾着島から鵜戸神宮付近）の

ようには隆起していないと推定される。前杢・長岡（1988）は、巾着島から都井岬まで、巾着Ⅰ面～Ⅳ面に対

応する波食棚やノッチが断続的に分布するとしたが、旧汀線地形の年代の特定が必要である。 

 

 

７．まとめ 

 

 日南海岸外浦湾沿岸低地における完新世中期以降の古環境を、ハンドボーリング調査で採取された堆積物の

層相、AMS14C 年代測定による較正年代、珪藻分析による化石群集に基づいて検討した。その結果、以下の古環

境の変遷が推定された。 

 ①約 7,900～6,300 cal yr BP には、外浦湾沿岸低地に縄文海進（完新世海進）が達しており、低地全体に内

湾が拡大していた。②約 6,000～5,700 cal yr BP には、低地中央部は、海水の流入する泥質干潟、あるいは干

潟の沖側に続く浅い海域となっていた。③海水の流入する泥質干潟の環境が、約 5,600～5,400 cal yr BP まで

継続した後、一時的な塩性湿地の環境を経て、砂泥質干潟に変化した。④海水の流入する砂泥質干潟の環境は、

少なくとも西暦 1293-1437 年（cal AD）まで継続していた。 
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